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埼玉県では、農林水産業の振興に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、今後５年間の施
策展開の指針となる「埼玉県農林水産業振興基本計画」を令和８年３月に策定しました。
この基本計画の策定を受けて児玉地域で実施する取組や指標を「児玉地域農林水産業振興プラン」

として整理しました。
児玉地域の農林業は、県民の皆様の食料供給や生活環境に大きな役割を果たしています。
地域プランの取組を実現するためには、地域の皆様と農林業者、農林業団体、市町、県等の十分な

連携が必要となりますので、関係の皆様の御協力をよろしくお願いいたします。

１ 策定の趣旨

【目標年度︓令和１２年度】

１

２ 農林業・農山村の現状と課題
労働力や優良農地の減少など農業を取り巻く諸問題の解決に向け、ＡＩなどデジタル技術を活用し

たデジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進や海外も視野に入れた流通改革などを進めると
ともに、環境と調和した持続可能な農業を展開することが求められています。

３ 目指す地域の姿
１ニーズに応じた農林水産物が供給され付加価値を
高めた多様な農産物・商品が提供されています

２ICT等革新的な技術の導入によりスマート農林業が
展開されています

５農林漁業者の効率的かつ安定的で持続可能な経営
が拡大し地域農業を支える多様な担い手が活躍して
います

６災害等の様々なリスクに対応した多様な対策が講
じられています

３意欲ある担い手へ農地が集約され革新的技術等に
より生産性や競争力の高い農業が展開されています
４農業水利施設や森林管理道等の適切な整備により
農林業の生産の基盤が構築されています

７農山村への定住や交流人口の増加により農山村地
域の活力が向上しています
８環境への負荷低減の取組が進むとともに多面的機
能が発揮されています



４ 取組の展開方向

１ ニーズに応じた農林水産物の供給と
高付加価値化の推進
ニーズに応じた良質かつ安全な児玉地域の農林

水産物の供給を実現するため、高付加価値化、生
産性の向上を推進し、生産、流通、販売等の体制
を整備します。また、安全管理を通じて消費者の
信頼確保を図るとともに、地産地消を促進します。

取組内容
◇農業の分野ごとの施策
・米（水稲）、麦類・大豆、野菜、
花植木、果樹、畜産の振興

◇林業における施策
・皆伐･再造林システムの確立･普及
・森林施業の集約化・団地化の促進
・活樹の推進 など
◇多彩な販売対策の推進
◇付加価値を高める農業の６次産業化の促進
◇消費者の信頼確保

２ イノベーションの促進
先端的な情報通信技術等を活用したスマート農林

業の促進により、作業の省力化や効率化を図るとと
もに、経験や勘として培われてきた技術・知識、作
業実績等の「見える化」を進め、生産性の向上を目
指します。
取組内容 ◇土地利用型農業への推進

◇施設園芸への推進
◇林業への推進

直進アシスト機能付きトラクタと
複合作業機による、は種作業

２

３ 優良農地の確保及び有効利用
収益性の高い農業を実現するため、農業生産の基

礎となる優良農地を確保するとともに、農地中間管
理事業や基盤整備事業等により担い手へ集積・集約
化し、農地の有効利用を図ります。
取組内容 ◇優良農地の確保

◇農地の有効利用

農地集積実施
前（左）と実施
後（右）

スギの優良・少花粉品種の苗木なし新品種導入講習会
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４ 取組の展開方向
４ 生産基盤の整備
収益性の高い農業を実現するため、ほ場整備の

推進、農業水利施設の保全管理、農業用ため池の
防災・減災対策等を推進し、生産性向上と被害の
未然防止を図ります。また、林業経営の収益性向
上のため、林内路網の整備により木材生産コスト
の低減を図ります。
取組内容
◇農業生産を支える基盤の整備
◇林業生産や山村生活を支える基盤の整備

３

ほ場整備の状況

５ 経営力の向上と多様な担い手の育成
及び確保
優れた経営力のある農林業の担い手を育成・確

保するため、農業経営の法人化や林業経営体の経
営改善等を通じて農林業者の経営発展を促します。
また、新規就業希望者に対する研修や就業のマッ
チング等により新規就業を促進するとともに、女
性、高齢者、障害者等多様な担い手を育成します。
取組内容
◇意欲ある農業経営体の経営力向上
◇地域農業を担う新規就農者、多様な担い手
の育成及び確保

◇林業経営体の経営力・技術力向上
◇地域林業を担う新規就業者、多様な担い手
の育成及び確保

新規就農者研修会 担い手を対象とした講習会

６ 災害等のリスクへの対応
自然災害、高温、鳥獣被害、家畜伝染病、病害

虫等の農林水産業を脅かすリスクに対応し収益性
の向上にもつなげるため、災害予防や危機管理体
制の強化、セーフティネットの普及等を推進しま
す。
取組内容
◇農業災害対策等の推進
◇山地災害対策の推進
◇鳥獣及び特定外来生物による被害の防止対策の推進
◇伝染性疾病の発生の予防及びまん延の防止

台風による農作物の浸水被害
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５ 取組の展開方向

８ 環境負荷低減の推進と多面的機能の
発揮

７ 農山村振興と住民の多様な関わり
創出

農林水産業の生産活動等に由来する環境負荷を
低減するとともに、カーボンニュートラルに向け
て、温室効果ガスの排出削減、森林の温室効果ガ
スの吸収・貯蔵機能の向上、農山村バイオマスの
有効活用などの取組を促進します。
水源涵養機能を持続的に発揮できる森づくりや

生物多様性の保全につながる取組を進めます。

取組内容
◇環境負荷低減の取組の促進と温室効果ガス
の吸収・貯蔵機能の向上

◇農業の多面的機能の発揮
◇森林の公益的機能の発揮

多面的機能を発揮する共同
活動（水路の浚渫）

多面的機能を発揮する共同活
動（景観形成作物の植栽に

よる環境保全）

魅力ある農山村の振興を図るため、農山村に
おける生活環境の整備や、地域資源を活用した
所得と雇用機会の確保を促進します。また、都
市と農山村との地域間交流等を通じて、農林水
産業及び農山村に対する県民の理解を促進しま
す。

取組内容
◇農山村における快適な暮らしの創出
◇里山・平地林の整備
◇農林水産業及び農山村に対する理解の促進

４
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【現状 → R１２】将来像を実現するための指標

５

（地域）現状値→目標値（県）現状値→目標値基本計画指標名

１３１.９ha
（令和８年度～令和１２年度）

１，０００ha
（令和８年度～令和１２年度）

需要に応じた野菜の作付拡大面積

４産地

（令和８年度～令和１２年度）

３０産地

（令和８年度～令和１２年度）
契約野菜対応型野菜産地育成数

２０品目

（令和８年度～令和１２年度）

２５０品目

（令和８年度～令和１２年度）

新たに農業の６次産業化により開発
された商品数

３，３７０ha＊

（令和８年度～令和１２年度）

１２，５００ha

（令和８年度～令和１２年度）
森林の整備面積

４，１７１ha→５，０００ha＊

（令和６年度） （令和１２年度）

２４，４０１ha→２９，０００ha

（令和６年度） （令和１２年度）

施業のための集約化・団地化する
森林面積

９，０００㎥/年間→１４，２００㎥/年間＊

（令和６年度） （令和１２年度）

８７，０００㎥/年間→１３７，０００㎥/年間

（令和６年度） （令和１２年度）
県産木材の供給量

３店舗

（令和８年度～令和１２年度）

１２５店舗

（令和８年度～令和１２年度）

県産農産物コーナー新規設置店舗
数

６７３施設→８６０施設＊

（令和６年度） （令和１２年度）

１，３５６施設→１，７２０施設

（令和６年度） （令和１２年度）
県産木材を利用した公共施設数

３１件→ ６３件

（令和６年度） （令和１２年度）

２６９件→ ５３８件

（令和６年度） （令和１２年度）
スマート農業技術の導入件数

４９.６％→ ５９.９％

（令和６年度） （令和１２年度）

３６％→ ５０％

（令和６年度） （令和１２年度）
担い手への農地集積率



将来像を実現するための指標

６

＊寄居林業事務所管内計の目標値

（地域）現状値→目標値（県）現状値→目標値基本計画指標名

１３７ha

（令和８年度～令和１２年度）

２，０００ha

（令和８年度～令和１２年度）
遊休農地解消・活用面積

２，０６１ha→ ２，０７１ha

（令和６年度） （令和１２年度）

２３，７１０ha→ ２４，２８２ha

（令和６年度） （令和１２年度）
基盤整備面積

３４.４ｍ/ha→３７.４ｍ/ha＊

（令和６年度） （令和１２年度）

２４.５ｍ/ha→２６.８ｍ/ha

（令和６年度） （令和１２年度）
路網密度

１３５法人→ １６６法人

（令和６年度） （令和１２年度）

１，４４１法人→ １，８００法人

（令和６年度） （令和１２年度）
農業法人数

３２人/年間→ ３２人/年間

（令和６年度） （令和１２年度）

３３０人/年間→ ３３０人/年間

（令和６年度） （令和１２年度）
新規就農者数

９か所→ ２３か所

（令和６年度） （令和１２年度）

３０か所→ １４８か所

（令和６年度） （令和１２年度）

防災・減災対策に着手した防災重点
農業用ため池の数

８０.４％→ ８１.５％

（令和６年度） （令和１２年度）

３４.４％→ ３８.６％

（令和６年度） （令和１２年度）

多面的機能を発揮する共同活動の
実施面積割合

（カバー率）

●児玉地域農林水産業振興プランで設定する地域指標

現状値→目標値地域指標名

２ ha
（令和８年度～令和１２年度）

特産果樹(なし) 新植・改植面積

【現状 → R１２】
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